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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 経過連絡表を作成していないスタッフは早急に作成すること。

· トリゾンを必携するように。

· 田中正士様が転倒した際に破損したグリルの修理の見積書が届いている。グリルは使う予定がなく、修理をした場合１万円近くかかるとのことで、修理には出さない事とする。

· 園芸で使用する苗が全部来ていないが、苗が弱ってきているため、土に肥料をまき、順次植えていくこととする。植える場所など詳細については、企画書を確認するように。

＜事例検討＞

松川　順子様　32歳　病名：統合失調症　デイケア利用年数：2年6ヶ月　出席率95～100％

担当スタッフ：大谷地

検討事項
１．長期、中期、短期目標の立案

２．治療計画の見直し

治療計画
1 デイケアへ遅刻せずに来所する事が出来るよう、時間設定を本人と検討し、達成具合を振り返っていく。

2 自ら判断に悩むことがある際には表現するように促し、対処法を共に検討する。

現状

デイケア

· 出席はほぼ100％で、欠席の内訳は市役所へ行くといった私用。

· 4月～5月に作業療法士の学生の担当症例となるが、ストレスを感じている様子は無く、生活に変化はない。

· 9月青山荘を退所となる予定だが、希望している単身生活への準備は特にしていないと話す。単身生活へのイメージを持つことが出来ていない様子。

· 退所後は病院近辺のアパートを希望している。

· 時折デイケアへ遅刻しているが、以前よりは遅刻の回数が減っている。遅刻する原因を尋ねると「なんとなく」と答える。

· プログラムには遅れる事無く参加しており、デイケアでは時計を意識して行動できているよう。

· 将来的には就労したいと話しているが、今すぐにではないと担当スタッフに話している。

· 現在朝起床できていないことを自覚し、今後単身で生活した場合1人で起きれるか、朝食作りが不安だと話している。

青山荘

· “働きたい”というよりも働けるならばそうしたらよいのかな、働く必要があるなら働くけど･･･といった内容を話している。

· 年金を遡及請求中だが、それが切れると生活保護に切り替える予定。金銭的に困っている様子はない。

· うみねこ幸房に見学に言ったが、自分が利用するといった感じではないとのこと。

· 病状悪化すると何もしたくない状態となり、それを自覚できている。しかし、病状悪化した際に周囲に相談できるかどうかわからないと不安を訴えている。

· 以前よりは良いが、部屋が乱雑になる傾向がある。

· 金銭管理は、単身生活を踏まえて、何にどれぐらいかかるのかを考えるようスタッフからアプローチしている。また、食事作りもサポートしている。

· 退所後は青明舎、訪問看護を利用予定。

· ７月にアパート探しをしていく予定。

· 昨年８月まで原因不明ではあるが、負荷がかかると「具合が悪い」と部屋に篭もる傾向があった。

⇒青山荘スタッフとしては、生活リズムが崩れ、病状悪化した際に対処できるかが心配である。

検討結果
長期目標･･･病状を崩さず、単身生活を維持する。

中期目標･･･生活リズムを崩さないようにデイケアを利用する。

短期目標･･･今後単身生活に向けて、どのような準備をしていけばいいのかを本人と話し合い、具体的な目標を立案していく。

治療計画については、①は継続。②は廃止とし、新たに単身生活のイメージを持ってもらうためにどのように関わっていくか、本人と話し合った後に立案していくこととする。

＜青山荘情報交換＞

· 藤村　翔　様～本日午後、青山荘で面談実施予定。

· 山田　吉夫様～デイケアは欠席なく利用出来ているが、昨日プログラム中に所在不明となり、
個室でエアロバイクをしていることがある。「頑張って来ても何も無い」「バカバカしい」「暑くなってきたのに夏服ないし･･･」と訴え多く、デイケア来所への不満を述べ始めている。気分の波があるため、様子観察していく。

＜プログラム検討＞

· テキスト作成、プログラム予定表入力を15日まで行うように。テキストの印刷は、コピー用紙削減するため、裏紙で提出すること。

· テキストを提出する際に、デイケアのテキストなのか、デイナイトケアのテキストなのかをわかるように記載、または印をつけるように。

· 現在、新プログラム起案書を上野ＳＧＭに提出中。

＜治療環境整備＞

· 階段のドアノブ（１階・２階）のネジが緩んでいたのを青陽館で直したが、再度ドアノブの不具合が発生。修理伝票を提出する。また、利用者様にもドアノブによりかからないように等の利用に関しての注意事項を伝えていく。

· 風呂場に敷く滑り止め用のマットを現在発注中。手すりにつける滑り止め用のテープはサンデーで４本８００円程度で売っていたとのこと。今後試しに１セット発注する。

· 今後、稟議書を提出し物品を発注する際は、朱夏にも物品について（大きさや値段など詳細について）相談するように。

＜新書式検討＞

・日々の経過記録の新書式案は院長先生に提出中。

＜業務改善＞

· 印刷した日誌を医師に確認してもらう件については、今後、日々の経過記録を新書式にした場合、医師が確認しサインするため、日誌の医師確認欄は要らないとのこと。確認欄は削除する。

· 処方薬と会計の新システムについて、薬の受け渡し・会計終了後は経理にお金を持っていくこととしていたが、医事に納金するよう変更。青風荘入所者の薬の受け渡しは、青風荘スタッフが立会いのもと行なう為、薬剤師が来た際に青風荘へ連絡を入れることとする。

＜利用者様情報＞

細越　定生　様～本日診察時間が１０時半だった為（普段は９時半予約）、処方薬を貰ってきて会計までしてきたと報告している。処方薬と会計は青陽館で行なうこととなっているが、「お金を払ってるんだからどこだっていいじゃないか！」「青陽館で処方薬を貰うってスタッフの押し付けでしょ！」と口調荒く話している。また、「“皆”っていうけどどんぶり勘定で見られたくない」「人権があるのに無視するんですか？」とやや飛躍的な解釈での話をしていることがある。１時間の間に、同じ事を何度も話しており、話の迂遠さも見受けられる。担当スタッフとも話し合い、結果的に今後は医事で会計し、薬局窓口で処方薬をもらうこととしている。医事、薬局、外来看護師に情報提供している。

小坂　君子　様～「大変なことしました･･･」とスタッフに報告しており、朝食後薬を飲んだかどうか分からなくなってしまったとのこと。ポケットに朝食後薬が入っており、金曜日の薬を間違えて持ってきた可能性があると話す。自宅の姉様へ電話を掛け、服薬ボードを確認してもらうと金曜日の薬はあるため、飲み忘れていたことが判明。昼食時に朝食後薬もあわせて服用している。

澤口　直美　様～昼食後薬を持参し忘れたため、一包のみ処方を受けている。
＜外来情報＞

長瀬　紘一郎様～食事の際に、むせこみがあると報告している。食事状況を注意して観察していくようにとスタッフにアドバイスがある。

細越　定生　様～本日尿検査で蛋白尿に反応があり、採血の結果を見て指導していく。

奥山　以依子様～「手の甲が痒い」と訴えており、水虫疑いと診断があり、ケルガークリームが処方となっている。





















